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はじめに

DXライブラリ HP 

http://dxlib.o.oo7.jp/

• 全てがここに書いてある

• 本資料では導入の補足説明が目的である

http://dxlib.o.oo7.jp/


はじめに

• 本資料では、Visual Studio Community 2015の
スクリーンショットを用いて説明

• 内容： http://dxlib.o.oo7.jp/use/dxuse_vscom2015.html

• 自分が使っているプログラムソフトを確認し、そのページへ進む
• 導入について: http://dxlib.o.oo7.jp/dxuse.html

http://dxlib.o.oo7.jp/use/dxuse_vscom2015.html
http://dxlib.o.oo7.jp/dxuse.html


準備

• 実行環境(可能な環境一覧)
• http://dxlib.o.oo7.jp/dxuse.html

• DXライブラリのダウンロード
• http://dxlib.o.oo7.jp/dxdload.html

http://dxlib.o.oo7.jp/dxuse.html
http://dxlib.o.oo7.jp/dxdload.html


プロジェクトの作成①

• Visual Studio Community 2015を開きます



プロジェクトの作成②

• メニューの『ファイル』→
『新規作成』→『プロジェク
ト』を選んで『新しいプロ
ジェクト』ダイアログを表示
します。



プロジェクトの作成③

• ダイアログ左側の項目か
ら『インストール済み』→
『テンプレート』→『Visual 
C++』→『Win32』を選びま
す。

• ダイアログ右側の項目か
ら『Win32 プロジェクト』を
選びます。

• まだOKを選ばないで下さ
い



プロジェクトの作成④

• 『名前(N)』欄にプロジェクト
名を、『場所(L)』に保存先
を入力します。

• 『ソリューションのディレク
トリを作成』のチェックを外
してから『OK』を選びます。



プロジェクトの作成⑤

• このような画面が表示され
ます。

• 『次に』を選びます。



プロジェクトの作成⑥

• 『空のプロジェクト』に
チェックを入れ、『完了』を
選びます。



プロジェクトの作成⑦

• プロジェクトの作成が終了
しました。

• 次に、コードを書くファイル
を作ります。



.cppファイルの作成①

• メニューの『プロジェクト』
→『新しい項目の追加』を
選択します。



.cppファイルの作成②

• ウインドウ左側の『インス
トール済み』から
『VisualC++』を選びます。

• 右側の項目から『C++ファ
イル(.cpp)』を選び、下の
『名前(N)』欄にファイル名
を入力します。

• 『追加』ボタンを選びます。



.cppファイルの作成③

• コードを記入するファイル
(.cpp)を作成しました。

• 次に、このプロジェクトにラ
イブラリを追加します。



DXライブラリの追加①

• メニューの『プロジェクト』
→『「プロジェクト名」のプロ
パティ』を選択します。



DXライブラリの追加②

• プロジェクトのプロパティダ
イアログが開きます。

• ダイアログの左上にある
『構成(C)』と書かれている
項目を『アクティブ
(Debug)』から『すべての構
成』に変更します。



DXライブラリの追加③

• ダイアログの左側のリスト
から『構成プロパティ』→
『全般』を選びます。

• ダイアログ右側に表示さ
れている『文字セット』の項
目を『マルチバイト文字
セットを使用する』に変更
したあと、ダイアログ右下
にある『適用』ボタンを押し
ます。



DXライブラリの追加④

• 左側のリストから『構成プ
ロパティ』→『Ｃ／Ｃ＋＋』
→『全般』を選びます。



DXライブラリの追加⑤

• 『追加のインクルードディレ
クトリ』の項目にＤＸライブラ
リのパッケージ内に入ってい
る『プロジェクトに追加すべ
きファイル_VC用』フォルダの
パスを入力してから、再度ダ
イアログ右下にある『適用』
ボタンを押します。

• （ パスの例→
c:¥DxLib_VC¥プロジェクトに
追加すべきファイル_VC用）



DXライブラリの追加⑥

• 左側のリストから『構成プ
ロパティ』→『リンカー』→
『全般』を選びます。



DXライブラリの追加⑦

• 『追加のライブラリディレク
トリ』の項目に⑤と全く同じ
ＤＸライブラリのパッケージ
内に入っている『プロジェ
クトに追加すべきファイル
_VC用』フォルダのパスを
入力してから、再度ダイア
ログ右下にある『適用』ボ
タンを押します。



DXライブラリの追加⑧

• ダイアログの左上にある
『構成(C)』と書かれている
項目を『すべての構成』か
ら『Release』に変更します。



DXライブラリの追加⑨

• 左側のリストから今度は
『構成プロパティ』→『Ｃ／
Ｃ＋＋』→『コード生成』を
選びます。



DXライブラリの追加⑩

• ダイアログ右側に表示さ
れている『ランタイムライ
ブラリ』の項目を『マルチス
レッド(/MT)』に変更したあ
と、ダイアログ右下にある
『適用』ボタンを押します。



DXライブラリの追加⑪

• ダイアログの左上にある
『構成(C)』と書かれている
項目を『Release』から
『Debug』に変更します。



DXライブラリの追加⑫

• ダイアログ右側に表示さ
れている『ランタイムライ
ブラリ』の項目を『マルチス
レッドデバッグ(/MTd)』に
変更します。



DXライブラリの追加⑬

• ライブラリの追加は以上で
す。

• 最後に、ライブラリが追加
されているかの確認用
コードを書きこみます。

• 次ページのコードを張り付
けてください。



DXライブラリの追加⑭

#include "DxLib.h" // プログラムは WinMain から始まります

int WINAPI WinMain( HINSTANCE hInstance, HINSTANCE hPrevInstance, 
LPSTR lpCmdLine, int nCmdShow )

{ 

if( DxLib_Init() == -1 ) // ＤＸライブラリ初期化処理

{ 

return -1 ; // エラーが起きたら直ちに終了

} 

DrawPixel( 320 , 240 , GetColor( 255,255,255 ) ) ; // 点を打つ

WaitKey() ; // キー入力待ち

DxLib_End() ; // ＤＸライブラリ使用の終了処理

return 0 ; // ソフトの終了

} 



DXライブラリの追加⑮

• メニューから［デバッグ］→
［デバッグ開始］

• 『このプロジェクトは変更さ
れています ビルドします
か？』と出るので『はい』を
押します。

• 画面が真っ暗になり、真ん
中に小さく白い点があれ
ば、完了です。



さいごに

• 注意点
• 一度導入が済んだプロジェクトは、再度入れなおす必要はありま
せん。

• 導入は、新しくプロジェクトを作るたびに行う必要があります。

以上でDXライブラリの導入は終了です。

お疲れさまでした。
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